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(57)【要約】
スプレーディスペンサーと、噴霧及び発泡に好適な洗浄
組成物とを有する洗浄製品であって、組成物がスプレー
ディスペンサー内に収容されており、組成物が、ｉ）組
成物の７重量％～１２重量％の界面活性剤系と、ｉｉ）
組成物の１重量％～１５重量％のローカットアルコール
アルコキシレート非イオン界面活性剤と、を含む、洗浄
製品。食器の洗浄を容易かつ迅速にする製品を提供する
ことを目的とする。本洗浄組成物は、スプレーディスペ
ンサーから噴霧したときに消費者に対して実質的に非刺
激性及び／又は非刺痛性であることが今では判明してい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スプレーディスペンサーと、噴霧及び発泡に好適な洗浄組成物とを含む洗浄製品であっ
て、前記組成物が、前記スプレーディスペンサー内に収容されており、前記組成物が、
　ｉ）前記組成物の７重量％～１２％重量の界面活性剤系であって、前記界面活性剤系が
アニオン性界面活性剤及び補助界面活性剤を含み、前記補助界面活性剤が、両性界面活性
剤、双性イオン性界面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択され、好ましくは
両性界面活性剤である、界面活性剤系と、
　ｉｉ）前記組成物の１重量％～１５重量％、好ましくは１．５％重量％～１０重量％、
より好ましくは２重量％～８重量％、最も好ましくは３重量％～７重量％の、Ｃ１０以下
の平均アルキル炭素鎖長を有し、かつ平均して３～７個のアルコキシ、好ましくはエトキ
シ（ＥＯ）基を含む直鎖又は分枝鎖のローカットアルコールアルコキシレート非イオン性
界面活性剤、より好ましくは、平均して３～７個のＥＯ、好ましくは４～６個のＥＯ、よ
り好ましくは５個のＥＯを含む直鎖Ｃ６アルコールエトキシレート非イオン性界面活性剤
と、
　を含み、
　ｉ）に記載の前記界面活性剤系が、ｉｉ）に記載の前記ローカットアルコールアルコキ
シレート非イオン性界面活性剤を除外し、かつ前記界面活性剤系及び前記ローカットアル
コールアルコキシレート非イオン界面活性剤が、５：１～１：５、好ましくは５：１～１
：１、より好ましくは３：１～１：１の重量比で存在する、洗浄製品。
【請求項２】
　前記アニオン性界面活性剤が、好ましくはアルキルエトキシル化サルフェート界面活性
剤の群から選択され、より好ましくは、２～５の平均エトキシル化度を有するアルキルエ
トキシレートサルフェート、分枝状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤、好ましくは、
分枝状ヘキシルサルフェート、好ましくは、２－エチルヘキシルサルフェート、及びこれ
らの混合物の群から選択され、最も好ましくは、２～５、好ましくは３の平均エトキシル
化度を有するアルキルエトキシレートサルフェートの群から選択されるサルフェート界面
活性剤を含む、請求項１に記載の洗浄製品。
【請求項３】
　前記アニオン性界面活性剤が、アルキルスルホサクシネート、好ましくは、２－エチル
ヘキシルスルホサクシネートを含む、請求項２に記載の洗浄製品。
【請求項４】
　前記アニオン性界面活性剤及び前記補助界面活性剤が、５：１～１：５、好ましくは３
：１～１：１の重量比で存在する、請求項１～３のいずれかに記載の洗浄製品。
【請求項５】
　前記両性界面活性剤が、アミンオキシド界面活性剤、好ましくは、直鎖又は分枝鎖アル
キルアミンオキシド、直鎖又は分枝鎖アルキルアミドプロピルアミンオキシド、及びこれ
らの混合物、好ましくは直鎖アルキルジメチルアミンオキシド、より好ましくは直鎖Ｃ１
０アルキルジメチルアミンオキシド、直鎖Ｃ１２～Ｃ１４アルキルジメチルアミンオキシ
ド、及びこれらの混合物、最も好ましくはＣ１２～Ｃ１４アルキルジメチルアミンオキシ
ドである、請求項１～４のいずれかに記載の洗浄製品。
【請求項６】
　前記組成物が、前記組成物の０．０１重量％～５重量％、好ましくは０．０３重量％～
３重量％、より好ましくは０．０５重量％～１重量％、最も好ましくは０．０７重量％～
０．５重量％の増粘剤を更に含み、好ましくは、前記増粘剤が、ポリエチレングリコール
、ポリアルキレンオキシド、ポリビニルアルコール、多糖類、及びこれらの混合物からな
る群から選択され、好ましくは多糖類、好ましくはキサンタンガムである、請求項１～５
のいずれかに記載の洗浄製品。
【請求項７】
　前記組成物が、以下：
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　ｉ）
　　ａ）式（Ｉ）：Ｒ１Ｏ（Ｒ２Ｏ）ｎＲ３（式中、Ｒ１は、直鎖若しくは分枝鎖Ｃ４、
Ｃ５、若しくはＣ６アルキル又は置換若しくは無置換フェニルであり、Ｒ２は、エチル又
はイソプロピルであり、Ｒ３は、水素又はメチルであり、ｎは、１、２、又は３である）
、
　　ｂ）式（ＩＩ）：Ｒ４Ｏ（Ｒ５Ｏ）ｎＲ６（式中、Ｒ４は、ｎ－プロピル又はイソプ
ロピルであり、Ｒ５は、イソプロピルであり、Ｒ６は、水素又はメチルであり、ｎは、１
、２、又は３である）、及び
　　ｃ）これらの混合物、
　のグリコールエーテルからなる群から選択されるグリコールエーテル溶媒、
　ｉｉ）
　　ａ）式（ＩＩＩ）：Ｒ１Ｃ＝ＯＯＲ２を有するモノエステル（式中、
　　　Ｒ１は、直鎖又は分枝鎖Ｃ１～Ｃ４アルキルであり、
　　　Ｒ２は、直鎖又は分枝鎖Ｃ２～Ｃ８アルキルである）、
　　ｂ）式（ＩＶ）：Ｒ１（Ｃ＝ＯＯＲ２）ｎを有するジ－又はトリ－エステル（式中、
　　　Ｒ１は、飽和又は不飽和Ｃ２～Ｃ４アルキルであり、
　　　Ｒ２は、独立して、直鎖又は分枝鎖Ｃ２～Ｃ８アルキルから選択され、
　　　ｎは、２又は３である）、及び
　　ｃ）安息香酸ベンジル、並びに
　　ｄ）これらの混合物
　からなる群から選択されるエステル溶媒、
　ｉｉｉ）Ｃ４～Ｃ６直鎖モノアルコール、１つ以上のＣ１～Ｃ４分枝基を有する分枝鎖
Ｃ４～Ｃ１０モノアルコール、アルキルモノグリセロール、及びこれらの混合物からなる
群から選択されるアルコール溶媒、
　ｉｖ）Ｃ１～Ｃ３分枝鎖の直鎖モノアルコール、Ｃ１～Ｃ３ポリオール、及びこれらの
混合物からなる群から選択されるアルコール溶媒、エチレングリコール、プロピレングリ
コール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、及びこれらの混合物から
なる群から選択されるグリコール溶媒、
　ｖ）クメンスルホン酸ナトリウム、キシレンスルホン酸ナトリウム、トルエンスルホン
酸ナトリウム、及びこれらの混合物からなる群から選択されるヒドロトロープ、並びに
　ｖｉ）これらの混合物
からなる群から選択される１つ以上の成分を更に含む、請求項１～６のいずれかに記載の
洗浄製品。
【請求項８】
　前記組成物が、以下：
　ａ．式（Ｖ）の環状洗浄アミン：
【化１】



(4) JP 2020-519746 A 2020.7.2

10

20

30

　（式中、Ｒのうちの２つは、ＮＨ２、（Ｃ１～Ｃ４）ＮＨ２、及びこれらの混合物から
なる群から選択され、残りのＲは、独立して、Ｈ、１～１０個の炭素原子を有する直鎖又
は分枝鎖のアルキル又はアルケニルから選択され、前記環状ジアミンは、好ましくは、１
，３－ビス（メチルアミン）－シクロヘキサン、２－メチルシクロヘキサン－１，３－ジ
アミン、４－メチルシクロヘキサン－１，３－ジアミン、及びこれらの混合物からなる群
から選択され、より好ましくは、前記環状ジアミンは、２－メチルシクロヘキサン－１，
３－ジアミン、４－メチルシクロヘキサン－１，３－ジアミン、及びこれらの混合物から
なる群から選択される）、
　ｂ．式（ＶＩ）、式（ＶＩＩ）、式（ＶＩＩＩ）のポリエーテルアミン、若しくはこれ
らの混合物：
【化２】

　（式中、Ｒ１～Ｒ１２のそれぞれは、独立して、Ｈ、アルキル、シクロアルキル、アリ
ール、アルキルアリール、又はアリールアルキルから選択され、Ｒ１～Ｒ６のうちの少な
くとも１つ及びＲ７～Ｒ１２のうちの少なくとも１つはＨとは異なり、Ａ１～Ａ９のそれ
ぞれは、独立して、２～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分枝鎖アルキレンから選択さ
れ、Ｚ１～Ｚ４のそれぞれは、独立して、ＯＨ又はＮＨ２から選択され、Ｚ１～Ｚ２のう
ちの少なくとも１つ及びＺ３～Ｚ４のうちの少なくとも１つはＮＨ２であり、ｘ＋ｙの合
計は、２～２００の範囲内であり、ｘ≧１かつｙ≧１であり、ｘ１＋ｙ１の合計は、２～
２００の範囲内であり、ｘ１≧１かつｙ１≧１である）、
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【化３】

　（式中、Ｒは、Ｈ又はＣ１～Ｃ６アルキル基から選択され、ｋ１、ｋ２、及びｋ３のそ
れぞれは、独立して、０、１、２、３、４、５、又は６から選択され、Ａ１、Ａ２、Ａ３

、Ａ４、Ａ５、及びＡ６のそれぞれは、独立して、２～１８個の炭素原子を有する直鎖若
しくは分枝鎖アルキレン基、又はこれらの混合物から選択され、ｘ≧１、ｙ≧１、かつｚ
≧１であり、ｘ＋ｙ＋ｚの合計は、３～１００の範囲内であり、Ｚ１、Ｚ２、及びＺ３の
それぞれは、独立して、ＮＨ２又はＯＨから選択され、Ｚ１、Ｚ２、及びＺ３のうちの少
なくとも２つはＮＨ２であり、前記ポリエーテルアミンは、１５０～１０００グラム／モ
ルの重量平均分子量を有する）、
　又はこれらの混合物、並びに、
　ｃ．式（ＩＸ）、式（Ｘ）、式（ＸＩ）のアミン、若しくはこれらの混合物：
【化４】

　（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、独立して、－Ｈ、１～１０個の炭素原
子を有する直鎖、分枝鎖、又は環状のアルキル又はアルケニルから選択され、ｎ＝０～３
である）、又は
【化５】

　（式中、Ｒ１及びＲ４は、独立して、－Ｈ、１～１０個の炭素原子を有する直鎖、分枝
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鎖、又は環状のアルキル又はアルケニルから選択され、Ｒ２は、３～１０個の炭素を有す
る直鎖、分枝鎖、又は環状のアルキル又はアルケニルであり、Ｒ３は、３～６個の炭素原
子の直鎖又は分枝鎖アルキルであり、Ｒ５は、Ｈ、メチル、又はエチルであり、ｎ＝０～
３である）、又は
【化６】

　これらの混合物
からなる群から選択される洗浄アミンを更に含む、請求項１～７のいずれかに記載の洗浄
製品。
【請求項９】
　前記組成物が、アルカノールアミン、好ましくはモノエタノールアミンを更に含む、請
求項１～８のいずれかに記載の洗浄製品。
【請求項１０】
　前記組成物が、本明細書で定義される方法を使用して測定したとき、２０℃で、１ｍＰ
ａ・ｓ～５０ｍＰａ・ｓ、好ましくは１ｍＰａ・ｓ～２０ｍＰａ・ｓ、より好ましくは１
ｍＰａ・ｓ～１０ｍＰａ・ｓのニュートン粘度を有する、請求項１～９のいずれかに記載
の洗浄製品。
【請求項１１】
　前記組成物が、本明細書で定義される方法を使用して測定したとき、２０℃で、１ｍＰ
ａ・ｓ～５０ｍＰａ・ｓ、好ましくは１ｍＰａ・ｓ～２０ｍＰａ・ｓ、より好ましくは５
ｍＰａ・ｓ～１５ｍＰａ・ｓの１０００ｓ－１における高剪断粘度、及び２０℃で、１０
０ｍＰａ・ｓ～１，０００ｍＰａ・ｓ、好ましくは２００ｍＰａ・ｓ～５００ｍＰａ・ｓ
の０．１ｓ－１における低剪断粘度を有するずり減粘レオロジープロファイルを有する、
請求項１～９のいずれか一項に記載の洗浄製品。
【請求項１２】
　前記組成物が、２０℃で、８～１３、好ましくは１０～１１．５の未希釈ｐＨ範囲を有
する、請求項１～１１のいずれかに記載の洗浄製品。
【請求項１３】
　ｐＨ１０の組成物１００ｍＬ当たりのＮａＯＨのグラム数で表される前記組成物の予備
アルカリ度が、０．１～０．３である、請求項１～１２のいずれかに記載の洗浄製品。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれかに記載の洗浄製品を使用して汚れた食器を洗浄する方法であ
って、
　ａ）任意選択的に、前記汚れた食器を予め濡らす工程と、
　ｂ）前記洗浄組成物を前記汚れた食器に噴霧する工程と、
　ｃ）任意選択的に、所定の時間、好ましくは１秒間～３０秒間、前記汚れた食器に水を
加える工程と、
　ｄ）任意選択的に、前記食器を擦り洗いする工程と、
　ｅ）前記食器をすすぐ工程と、を含み、
　好ましくは、軽く汚れた及び／又はひどく汚れた食器、好ましくは軽く汚れた食器を除
去するためのものである、方法。
【請求項１５】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の洗浄製品の使用であって、噴霧及び発泡に好適
な洗浄組成物の刺痛感及び／又は刺激を実質的に低減するための、使用。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄製品に関する。詳細には、本発明は、スプレーディスペンサーと洗浄組
成物とから構成される洗浄製品に関する。より具体的には、本発明は、食器手洗いで使用
するための洗浄組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、食器手洗いは、シンクを水で満たし、食器洗浄洗剤を添加して石鹸溶液を作製し
、汚れた食器を溶液に浸漬し、食器を擦り洗いし、すすいで、残りの汚れ及び発生した泡
を除去することによって実施されている。この方法は、典型的には、汚れた食器を一度に
全て洗浄することを含む。
【０００３】
　現在、一部のユーザは、食器がたまるまで待つのではなく、使い終わったらできるだけ
早く食器を洗浄することを好む。この方法で一度に洗われるのは、１つの物品又は少ない
数の物品である。これは、通常、洗浄用具（例えばスポンジ）を用いて流水下で実施され
、したがって、ユーザは、スポンジに洗剤を供給する。この方法の課題は、洗浄される品
目の数が少ない場合、洗剤が過剰に適用されるリスクがあることである。その結果として
、食器及び洗浄用具をより多くすすぐことが必要になる。この方法に関連する別の問題点
は、スポンジ内で洗剤を水と適切に混合するのに少し時間を要するので、洗浄プロセスの
速度が落ちる場合があることである。
【０００４】
　この方法で食器を洗浄するより効率的な方法を見つけることが望ましい。例えば、汚れ
た食器にスプレー食器洗浄洗剤を直接塗布することは、このようにより迅速に洗浄するた
めの１つの方法である。スプレー製品は、食器洗いプロセスの間に製品を直接かつ調節し
ながら適用できるために上記に述べた課題が軽減されることから消費者に大変好まれてい
る。しかしながら、スプレー食器洗浄洗剤の大きな問題点は、噴霧時に表面から跳ね返る
製品であり、これが消費者の皮膚、目、鼻及び／又は喉への刺激／刺痛感を引き起こすこ
とがある。スプレー式食器洗い洗剤の別の問題点は、製品の過剰噴霧である。「過剰噴霧
」とは、噴霧の際に細かな粒子が周辺大気に広がることを意味する。したがって、このよ
うな跳ね返り又は過剰噴霧によって製品の無駄及び／又は消費者が製品を吸い込むリスク
の可能性が生じる場合がある。
【０００５】
　更に、食器にみられる汚れのレベル及び種類は、食器の用途に依存して大幅に変動する
。食器は、軽く汚れている場合もあり、ひどく汚れている場合もある（すなわち、焼き付
き、調理、及び／又は焦げ付き汚れなどの除去が困難な汚れ）。軽く汚れている物品を流
水下で洗浄する場合、迅速かつ最小限の擦り洗い労力で洗浄を実施することが望ましい。
理想的には、製品を適用し、次いで、直ちにすすいで、擦り洗いする必要をなくすか又は
低減すべきである。物品がひどく汚れている場合、しつこく付着している汚れを軟化させ
ることによって製品が洗浄作業を容易にすることが望ましい。短時間で軟化することが望
ましい。汚れが本当に頑固な場合、洗浄前に品目を浸漬することが一般的な手法である。
浸漬時間は、短くなければならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、良好な洗浄、具体的に言えば、軽く及び／又はひどく汚れた食器の良好な
洗浄をもたらす、噴霧及び発泡に好適な洗浄組成物が依然として必要とされている。具体
的に言えば、食器手洗いで使用するための洗浄組成物は、噴霧／発泡が容易であり、迅速
にかつ長く持続する泡を供給し、かつすすぎが容易でなければならない。食器に噴霧され
たとき、噴霧時に表面から跳ね返る製品及び／又は製品のスプレーしぶきに関連する欠点
を最小限に抑える洗浄組成物も必要とされている。本発明の洗浄組成物は、具体的に言え
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ば、洗浄を達成するのに必要な時間及び擦り洗い労力を低減することによって、洗浄、特
に食器手洗い作業を容易にすることが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の態様によれば、洗浄製品が提供される。本洗浄製品は、あらゆる種類の表面の
洗浄に好適であるが、好ましくは、製品は、食器手洗い用洗浄製品である。本洗浄製品は
、スプレーディスペンサーと洗浄組成物とを含む。本洗浄組成物は、発泡組成物であり、
噴霧に好適である。本洗浄組成物は、スプレーディスペンサーに収容されている。本発明
の洗浄製品の「洗浄組成物」又は「組成物」は、本明細書では、時に「本発明の組成物」
と称される。本発明の洗浄組成物は、
　ｉ）組成物の７重量％～１２％重量の界面活性剤系であって、界面活性剤系がアニオン
性界面活性剤及び補助界面活性剤を含み、補助界面活性剤が、両性界面活性剤、双性イオ
ン性界面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択され、好ましくは両性界面活性
剤である、界面活性剤系と、
　ｉｉ）組成物の１重量％～１５重量％、好ましくは１．５％重量％～１０重量％、より
好ましくは２重量％～８重量％、最も好ましくは３重量％～７重量％の、Ｃ１０以下の平
均アルキル炭素鎖長を有する直鎖又は分枝鎖のローカットアルコールアルコキシレート非
イオン性界面活性剤、好ましくは、平均して３～７個のアルコキシ、好ましくはエトキシ
（ＥＯ）基を含む、ローカットアルコールエトキシレート非イオン性界面活性剤又はその
混合物、より好ましくは、平均して３～７個のＥＯ、好ましくは４～６個のＥＯ、より好
ましくは５個のＥＯを含む直鎖Ｃ６アルコールエトキシレート非イオン性界面活性剤と、
　を含み、
　ｉ）に記載の界面活性剤系は、ｉｉ）に記載のローカットアルコールアルコキシレート
非イオン性界面活性剤を除外し、かつ界面活性剤系及びローカットアルコールアルコキシ
レート非イオン界面活性剤は、５：１～１：５、好ましくは５：１～１：１、より好まし
くは３：１～１：１の重量比で存在する。
【０００８】
　別の態様では、本発明は、請求項に係る洗浄製品を使用して汚れた食器を洗浄する方法
であって、
　ａ）任意選択的に、汚れた食器を予め濡らす工程と、
　ｂ）洗浄組成物を汚れた食器に噴霧する工程と、
　ｃ）任意選択的に、所定の時間、好ましくは１秒間～３０秒間、汚れた食器に水を加え
る工程と、
　ｄ）任意選択的に、食器を擦り洗いする工程と、
　ｅ）食器をすすぐ工程と、
　を含み、
　好ましくは、軽く汚れた及び／又はひどく汚れた食器、好ましくは軽く汚れた食器を除
去するためのものである、方法を目的とする。
【０００９】
　別の態様では、本発明は、本発明に係る洗浄製品の使用であって、噴霧及び発泡に好適
な洗浄組成物の刺痛感及び／又は刺激を実質的に低減するための、使用を目的とする。
【００１０】
　本発明の目的は、洗浄組成物が、軽く汚れた及び／又はひどく汚れた食器、好ましくは
軽く汚れた食器の洗浄を含む、非常に良好な洗浄をもたらすことである。
【００１１】
　本発明の目的は、洗浄組成物が非常に迅速な洗浄を提供し、それによって、必要とされ
る消費者による擦り洗い労力を低減することである。したがって、本発明の洗浄製品は、
水道水で食器を洗浄するのに特に適している。食器が軽くしか汚れていないとき、本発明
の組成物は、少ない擦り洗いで又は擦り洗いなしに非常に良好な洗浄を提供する。単に組
成物を噴霧し、続いて、水ですすぎ、任意選択的に小さな力の拭き動作によって支援する
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ことによって食器を洗浄することができる。
【００１２】
　ひどく汚れた食器の場合、本発明の洗浄製品は、製品を用いて食器を前処理するときに
汚れの除去を促進するのに非常に役に立つ。前処理は、通常、汚れた食器に未希釈の製品
を付けて放置することを含む。
【００１３】
　本発明の目的は、噴霧された洗浄組成物が、スプレーディスペンサーから噴霧されたと
きに、ユーザに対して実質的に非刺痛性及び／又は実質的に非刺激性であることである。
【００１４】
　本発明のこれらの特徴、態様、及び利点、並びに他の特徴、態様、及び利点は、以下の
詳細な説明から当業者には明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　本明細書は、本発明について具体的に示し、明確に特許請求する「特許請求の範囲」で
完結するが、本発明は添付の図の以下の説明から更に理解されると考えられる。添付の図
において、同様の参照符号は同様の要素を識別するものである。
【図１】本発明の組成物１及び比較組成物１～３についての実施例１ａの着色染み除去試
験の結果を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　定義
　本明細書で使用するとき、請求項において使用される「ａ」及び「ａｎ」などの冠詞は
、特許請求される又は記載されるものの１つ以上を意味すると理解される。
【００１７】
　本明細書で使用するとき、用語「含む（comprising）」とは、特に言及したもの以外の
工程及び成分を付加することができることを意味する。この用語は、「～からなる（cons
isting of）」及び「～から本質的になる（consisting essentially of）」という用語を
包含する。本発明の組成物は、本明細書に記載される本発明の必須要素及び制限事項、並
びに本明細書に記載されるあらゆる追加若しくは任意の成分、構成要素、工程、又は制限
事項を含み、これらからなり、あるいは、これらから本質的になることができる。
【００１８】
　本明細書で使用するとき、用語「食器」には、非限定的な例として、セラミック、陶磁
器、金属、ガラス、プラスチック（例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレ
ンなど）及び木材で製造された調理器具及び食卓用食器類が含まれる。
【００１９】
　本明細書で使用するとき、用語「油汚れ」とは、少なくとも一部（すなわち、油汚れの
少なくとも０．５重量％）が、飽和及び不飽和の油脂、好ましくは牛肉、豚肉、及び／又
は鶏肉のような動物性原料に由来する油脂で構成された物質を意味する。
【００２０】
　用語「含む（include）」、「含む（includes）」、及び「含む（including）」とは、
非限定的であることを意味する。
【００２１】
　本明細書で使用するとき、用語「スプレーディスペンサー」とは、組成物を収容するた
めの筐体と、組成物を噴霧するための手段とを備える容器を意味する。好ましくは、噴霧
手段は、トリガー噴霧器である。
【００２２】
　本明細書で使用するとき、用語「刺痛感」とは、ユーザが噴霧又は霧化された洗浄組成
物と接触することによって生じる、皮膚、又は目、鼻若しくは喉の焼けるような、又は刺
されるような感覚を意味する。
【００２３】
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　本明細書で使用するとき、用語「実質的に非刺激性の」は、噴霧又は霧化された組成物
と接触した際にユーザの皮膚、又は目、鼻若しくは喉に顕著な痒み感を誘発しない洗浄組
成物のことを指す。例えば、この用語は、比較的、非涙液分泌性（すなわち、涙が出ない
（non-tearing, tear-free））洗浄組成物のことを指す。
【００２４】
　本明細書で使用するとき、用語「実質的に非刺痛性の」は、噴霧又は霧化された組成物
と接触した際にユーザに顕著な刺痛感を生じず、本明細書に述べられる方法によって測定
される刺痛潜在値が最大２、好ましくは最大１であることを特徴とし得る洗浄組成物のこ
とを指す。本明細書で使用するとき、用語「大幅に低減又は防止する」とは、洗浄組成物
の成分がユーザの皮膚、又は目、鼻若しくは喉の刺痛感を（部分的に）緩和（例えば低減
）することを意味する。
【００２５】
　本明細書に述べられ、かつ特許請求される、出願人らによる発明のパラメータのそれぞ
れの値を決定するには、本出願の試験方法の項に開示される試験方法が使用されなければ
ならない点は理解されよう。
【００２６】
　本発明の全ての態様において、特にそうでない旨が具体的に述べられない限り、文脈よ
り明らかであるように、全ての比率（％）は、全組成物の重量に基づくものである。特に
そうでない旨が具体的に述べられない限り、全ての比は重量比であり、全ての測定は、特
に指定しない限り２５℃で行われる。
【００２７】
　洗浄製品
　本発明の洗浄製品は、スプレーディスペンサーからの噴霧に好適な洗浄組成物を含み、
それが適用された食器の表面に直接適用洗浄組成物を形成する。好ましくは、組成物は、
更なる物理的（例えば手で擦る）、化学的、又は同様の介入を行う必要なく、適用された
表面に泡を形成する。好ましくは、スプレーディスペンサーは溶媒噴射剤で加圧されてお
らず、噴霧手段はトリガーによって吐出されるタイプのものである。スプレーディスペン
サーは、プレコンプレッションスプレヤー又は圧力調節弁を備えたエアロゾルスプレーと
することができ、いずれも当該技術分野において市販のものである。最大圧力を調節する
ためのバッファ機構を追加することができる適当なプレコンプレッションスプレヤーとし
ては、Ａｆａ　Ｄｉｓｐｅｎｓｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ（Ｎｅｔｈｅｒｌａｎｄｓ）により製
造販売されるＦｌａｉｒｏｓｏｌ（登録商標）スプレーディスペンサー、及び米国特許出
願公開第２０１３／０１１２７６６号及び同第２０１２／００４８９５９号に記載される
プレコンプレッショントリガースプレヤーが挙げられる。
【００２８】
　出願人らは、驚くべきことに、軽い汚れ及び／又は頑固な汚れの良好な洗浄を含む良好
かつ迅速な洗浄をもたらし、食器を洗浄するために洗浄組成物を噴霧する場合に特に適し
ている、噴霧可能な洗浄組成物を製剤化する新たな方法を見出した。発泡は、ユーザに洗
浄を連想させる特性である。したがって、本発明の組成物は、組成物が洗浄を行っている
というシグナルをユーザに送ることが重要である。
【００２９】
　また、出願人らは、驚くべきことに、高濃度の界面活性剤及び高濃度の有機脂洗浄溶媒
を含有する噴霧可能な洗浄組成物が、噴霧時に表面から跳ね返った製品及び／又は製品の
スプレーしぶきから、ユーザに対して刺激及び／又は刺痛感を引き起こす場合があること
を見出した。理論に束縛されるものではないが、高濃度の界面活性剤を導入すると、表面
張力、ひいてはスプレー粒径が減少すると考えられる。その結果、高濃度の界面活性剤は
、エアゾール化を促進し、硬質面から跳ね返った製品及び製品のスプレーしぶきが、消費
者による製品吸入のリスクを生じさせる。有機溶媒、特に制限された水溶性を有する有機
溶媒を配合した場合、個々の溶媒分子が溶媒和球を形成し、皮膚と接触した際にこれらの
噴霧された粒子内の水相から分離し、それによって局所的な刺激／刺痛感を引き起こすと
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考えられる。出願人らは、驚くべきことに、本発明に係るローカットアルコールアルコキ
シレート非イオン性界面活性剤が、有機汚れ、特に着色有機汚れを洗浄すると同時に、有
機脂洗浄溶媒と比較して、噴霧可能な組成物の刺痛感のリスクを低減することを見出した
。本発明に係るローカットアルコールアルコキシレート非イオン性界面活性剤から得られ
る混合界面活性剤溶媒特性は、局所的な溶媒球の形成を防ぐために十分に溶解した状態で
化合物を維持しながら、着色汚れの抽出を可能にすると考えられる。更に、軽度に可溶性
である有機脂洗浄溶媒は、洗浄組成物の物理的安定性プロファイル（すなわち、貯蔵時の
相分離）に悪影響を及ぼすことも見出されている。本発明に係るローカットアルコールア
ルコキシレート非イオン性界面活性剤を添加すると、組成物の物理的安定性プロファイル
が改善されることも見出されており、これも同様にその混合界面活性剤溶媒特性に起因す
る可能性が高い。
【００３０】
　洗浄組成物は、好ましくは、食器手洗い用洗浄組成物であり、好ましくは液体形態であ
る。
【００３１】
　具体的には、一態様では、本発明の組成物は、洗浄及び泡立ちの観点から非常に良好で
あることが判明している、アニオン性界面活性剤と少なくとも１つの更なる補助界面活性
剤とを含む界面活性剤系を有する。本組成物は、スプレーパターンの観点からも非常に良
好であることが見出されており、噴霧されたときにユーザに対して実質的に非刺痛性及び
／又は実質的に非刺激性である。例えば、本発明の組成物の界面活性剤系がアニオン性界
面活性剤及び補助界面活性剤を含むとき、小滴の存在（ひいては、吸入のリスク）が最小
化される。「補助界面活性剤」とは、本明細書で使用するとき、アニオン性界面活性剤で
も低級アルコールアルコキシレート非イオン性界面活性剤でもない界面活性剤を意味する
。好ましくは、補助界面活性剤は、両性及び／又は双性イオン性界面活性剤、好ましくは
、アミンオキシド及び／又はベタイン界面活性剤、最も好ましくは、アミンオキシド界面
活性剤から選択される。
【００３２】
　好ましくは、組成物は、５：１～１：５、好ましくは５：１～１：１、より好ましくは
３：１～１：１の重量比で存在する、界面活性剤系及びローカットアルコールアルコキシ
レート非イオン界面活性剤を含む。理論に束縛されるものではないが、界面活性剤系は、
洗浄及び泡生成に役立つと思われ、ローカットアルコールアルコキシレート非イオン性界
面活性剤は、洗浄速度並びに泡の生成及び安定化に役立つが、刺痛は引き起こさないと思
われると考えられる。
【００３３】
　好ましくは、アニオン性界面活性剤は、サルフェート界面活性剤又はアルキルスルホサ
クシネートである。好ましいサルフェート界面活性剤は、アルキルエトキシレートサルフ
ェート界面活性剤又は分枝状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤である。平均エトキシ
ル化度が約２～約５、より好ましくは約３のアルキルエトキシル化サルフェートは、より
低いエトキシル化度を有する他のエトキシレートアルキルサルフェート界面活性剤よりも
洗浄及び洗浄速度の観点で良好な性能を発揮することが判明している。アルキルエトキシ
化サルフェートアニオン性界面活性剤が混合物である場合、平均アルコキシル化度は、混
合物の全成分のモル平均アルコキシル化度（すなわち、モル平均アルコキシル化度）であ
る。モル平均アルコキシル化度の計算には、アルコキシレート基を有さないサルフェート
アニオン性界面活性剤成分のモル数も含めなければならない。
【００３４】
　モル平均アルコキシル化度＝（ｘ１＊界面活性剤１のアルコキシル化度＋ｘ２＊界面活
性剤２のアルコキシル化度＋．．．．）／（ｘ１＋ｘ２＋．．．．）
　式中、ｘ１、ｘ２、．．．は、混合物の各サルフェートアニオン性界面活性剤のモル数
であり、アルコキシル化度は、各サルフェートアニオン性界面活性剤中のアルコキシ基の
数である。
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【００３５】
　「分枝状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤」とは、本明細書では、直鎖アルキルサ
ルフェート骨格鎖を有する界面活性剤であって、骨格鎖が、４～８個、好ましくは５～７
個の炭素原子を含み、直鎖アルキルサルフェート骨格鎖におけるＣ１、Ｃ２、又はＣ３、
好ましくはＣ２位が１つ以上のＣ１～Ｃ５、好ましくはＣ１～Ｃ３アルキル分枝基で置換
されている、界面活性剤を意味する。典型的には、アルキルは、メチル、エチル、プロピ
ル、ブチル、ペンチル、環状アルキル基及びこれらの混合物から選択される。単一又は複
数のアルキル分枝が、本発明の組成物で使用されるサルフェートアニオン性界面活性剤を
作製するために使用される出発アルコールのヒドロカルビル主鎖に存在する可能性がある
。分枝状サルフェートアニオン性界面活性剤は、単一のアニオン性界面活性剤、又はアニ
オン性界面活性剤の混合物であり得る。単一の界面活性剤の場合、分枝の割合は、界面活
性剤が誘導される元のアルコールにおいて分枝しているヒドロカルビル鎖の重量割合を指
す。本明細書に用いるのに好ましい分枝状短鎖アルキルサルフェートは、分枝状ヘキシル
サルフェート、より好ましくは、２－エチルヘキシルサルフェート及びその混合物である
。本明細書において好ましいアルキルスルホサクシネートは、２－エチルヘキシルスルホ
サクシネートである。
【００３６】
　界面活性剤混合物の場合、分枝の割合は重量平均であり、以下の式：
　分枝の重量平均（％）＝［（ｘ１＊アルコール１中の分枝状アルコール１の重量％＋ｘ
２＊アルコール２中の分枝状アルコール２の重量％＋．．．．）／（ｘ１＋ｘ２＋．．．
．）］×１００
　（式中、ｘ１、ｘ２は、本発明の洗剤のアニオン性界面活性剤用の出発原料として使用
したアルコールの全アルコール混合物中の各アルコールのグラム単位の重量である）に従
って定義される。
【００３７】
　重量平均分枝度の計算には、分枝基を有しないアニオン性界面活性剤成分の重量も含め
るべきである。界面活性剤系が分枝状アニオン性界面活性剤を含む場合、界面活性剤系は
、界面活性剤系の少なくとも５０重量％、より好ましくは少なくとも６０重量％、好まし
くは少なくとも７０重量％の分枝状アニオン性界面活性剤を含み、より好ましくは、分枝
状アニオン性界面活性剤は、その５０重量％超の、約２～約５の平均エトキシル化度及び
好ましくは５％～４０％の分枝率を有するアルキルエトキシル化サルフェートを含む。
【００３８】
　本明細書に用いるのに好適なサルフェート界面活性剤としては、Ｃ８～Ｃ１８アルキル
、好ましくは、Ｃ８～Ｃ１８アルキルの５０重量％超のＣ１２～Ｃ１４アルキル又はヒド
ロキシアルキル、サルフェート及び／又はエーテルサルフェートを含むＣ８～Ｃ１８アル
キルの水溶性塩が挙げられる。好適な対イオンとしては、アルカリ金属カチオン、アルカ
リ土類金属カチオン、アルカノールアンモニウム、又はアンモニウム若しくは置換アンモ
ニウムが挙げられるが、好ましくはナトリウムである。
【００３９】
　サルフェート界面活性剤は、Ｃ８～Ｃ１８アルキルアルコキシサルフェート（ＡＥｘＳ
）（式中、好ましくは、ｘは１～３０であり、アルコキシ基は、エトキシ、プロポキシ、
ブトキシ、又は更により高級なアルコキシ基、及びこれらの混合物から選択され得る）か
ら選択することができる。本明細書に用いるのに特に好ましいものは、平均アルキル炭素
鎖長がＣ１２～Ｃ１４であり、かつ平均エトキシ化度が２～５、好ましくは３であるアル
キルエトキシサルフェートである。
【００４０】
　様々な鎖長、エトキシル化度、及び分枝度のアルキルアルコキシサルフェートが市販さ
れている。市販されているサルフェートとしては、Ｓｈｅｌｌ社製のＮｅｏｄｏｌ（登録
商標）アルコール、Ｓａｓｏｌ社製のＬｉａｌ－Ｉｓａｌｃｈｅｍ（登録商標）及びＳａ
ｆｏｌ（登録商標）、Ｐｒｏｃｔｅｒ　＆　Ｇａｍｂｌｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社製の天
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然アルコールをベースにしたものが挙げられる。
【００４１】
　好ましくは、少なくとも１つの更なる補助界面活性剤は、両性界面活性剤、双性イオン
性界面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される。好ましくは、少なくとも
１つの更なる補助界面活性剤は、ベタイン、好ましくはココアミドプロピルベタイン、ス
ルホベタイン（ＩＮＣＩスルタイン）、好ましくはラウリルヒドロキシスルホベタイン、
アミンオキシド、又はこれらの混合物から選択される。アミンオキシドは、本明細書に用
いるのに好ましい更なる補助界面活性剤である。アミンオキシド界面活性剤は、好ましく
は、直鎖又は分枝鎖アルキルアミンオキシド、直鎖又は分枝鎖アルキルアミドプロピルア
ミンオキシド、及びこれらの混合物、好ましくは、直鎖アルキルジメチルアミンオキシド
、より好ましくは、直鎖Ｃ１０アルキルジメチルアミンオキシド、直鎖Ｃ１２～Ｃ１４ア
ルキルジメチルアミンオキシド、及びこれらの混合物、最も好ましくは、Ｃ１２～Ｃ１４
アルキルジメチルアミンオキシドである。少なくとも１つの更なる補助界面活性剤は、製
品の泡立ちに役立つと思われる。特に良好な性能を発揮する製品は、アニオン性界面活性
剤及び少なくとも１つの更なる補助界面活性剤が、５：１～１：５、好ましくは３：１～
１：１の重量比で存在するものである。アニオン性界面活性剤がアルコキシル化アルキル
サルフェートを含む場合、好ましいアニオン性界面活性剤：少なくとも１つの更なる補助
界面活性剤の重量比は、３：１～２：１である。アニオン性界面活性剤が短鎖分枝状アル
キルサルフェート界面活性剤を含む場合、好ましいアニオン性界面活性剤：少なくとも１
つの更なる補助界面活性剤の重量比は、２：１～１：１である。特に好ましいのは、更な
る補助界面活性剤がアミンオキシドを含む組成物である。本発明のアニオン性界面活性剤
は、強力な油脂洗浄に加えて良好な発泡性能、特に、組成物が補助界面活性剤としてアミ
ンオキシド又はベタイン、好ましくは補助界面活性剤としてアミンオキシドを含む場合、
噴霧時に直ちに発泡する性能をもたらすことが判明している。
【００４２】
　本発明に係る組成物はまた、組成物の１重量％～１５重量％、好ましくは１．５重量％
～１０重量％、より好ましくは２重量％～８重量％、最も好ましくは３重量％～７重量％
の、ローカットアルコールアルコキシレート非イオン界面活性剤から選択される非イオン
界面活性剤、好ましくは、ローカットアルコールエトキシレート界面活性剤又はその混合
物、より好ましくは、好ましくは平均して１～１０個、好ましくは３～８個、好ましくは
４～６個、最も好ましくは５個のＥＯを含むＣ６アルコールエトキシレート界面活性剤を
含む。ローカットアルコールエトキシレート界面活性剤としては、平均アルキル炭素鎖長
がＣ１０以下であるアルコールエトキシレート界面活性剤が挙げられる。アルキル鎖は、
直鎖状又は分枝鎖状であってよく、天然又は合成由来のアルコールに由来するものでよい
。適当な非イオン性アルコールエトキシレート界面活性剤としては、Ｅｍｕｌａｎ（登録
商標）ＨＥ５０又はＬｕｔｅｎｓｏｌ（登録商標）ＣＳ６２５０（ＢＡＳＦ社より販売さ
れるもの）などの市販の材料が挙げられる。
【００４３】
　本組成物は、好ましくは、組成物の０．０１重量％～５重量％、好ましくは０．０３重
量％～３重量％、より好ましくは０．０５重量％～１重量％、最も好ましくは０．０７重
量％～０．５重量％の増粘剤を更に含み、好ましくは、増粘剤は、ポリエチレングリコー
ル、ポリアルキレンオキシド、ポリビニルアルコール、多糖類、及びこれらの混合物から
なる群から選択され、好ましくは多糖類、好ましくはキサンタンガムである。理論によっ
て束縛されることを望むものではないが、これらの増粘剤は、刺痛感を更に低減する、及
び／又は表面、特に垂直に配置された表面に対して組成物をより強く付着させると考えら
れる。
【００４４】
　本発明の組成物は、ｉ）グリコールエーテル溶媒を更に含んでいてよい。好ましくは、
組成物の１重量％～８重量％、好ましくは２重量％～７重量％のグリコールエーテル溶媒
であって、
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　ａ）式（Ｉ）：Ｒ１Ｏ（Ｒ２Ｏ）ｎＲ３（式中、Ｒ１は、直鎖若しくは分枝鎖Ｃ４、Ｃ
５、若しくはＣ６アルキル又は置換若しくは無置換フェニルであり、Ｒ２は、エチル又は
イソプロピルであり、Ｒ３は、水素又はメチルであり、ｎは、１、２、又は３である）及
びその混合物、
　ｂ）式（ＩＩ）：Ｒ４Ｏ（Ｒ５Ｏ）ｎＲ６（式中、Ｒ４は、ｎ－プロピル又はイソプロ
ピルであり、Ｒ５は、イソプロピルであり、Ｒ６は、水素又はメチルであり、ｎは、１、
２、又は３である）、並びに
　ｃ）これらの混合物
　のグリコールエーテルからなる群から選択される、グリコールエーテル溶媒。
【００４５】
　本発明の製品のグリコールエーテルは、発泡を増進することができる。式（Ｉ）に係る
好適なグリコールエーテル溶媒としては、エチレングリコールｎ－ブチルエーテル、ジエ
チレングリコールｎ－ブチルエーテル、トリエチレングリコールｎ－ブチルエーテル、プ
ロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、
トリプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、エチレングリコールｎ－ペンチルエーテ
ル、ジエチレングリコールｎ－ペンチルエーテル、トリエチレングリコールｎ－ペンチル
エーテル、プロピレングリコールｎ－ペンチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－ペ
ンチルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－ペンチルエーテル、エチレングリコール
ｎ－ヘキシルエーテル、ジエチレングリコールｎ－ヘキシルエーテル、トリエチレングリ
コールｎ－ヘキシルエーテル、プロピレングリコールｎ－ヘキシルエーテル、ジプロピレ
ングリコールｎ－ヘキシルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－ヘキシルエーテル、
エチレングリコールフェニルエーテル、ジエチレングリコールフェニルエーテル、トリエ
チレングリコールフェニルエーテル、プロピレングリコールフェニルエーテル、ジプロピ
レングリコールフェニルエーテル、トリプロピレングリコールフェニルエーテル、エチレ
ングリコールベンジルエーテル、ジエチレングリコールベンジルエーテル、トリエチレン
グリコールベンジルエーテル、プロピレングリコールベンジルエーテル、ジプロピレング
リコールベンジルエーテル、トリプロピレングリコールベンジルエーテル、エチレングリ
コールイソブチルエーテル、ジエチレングリコールイソブチルエーテル、トリエチレング
リコールイソブチルエーテル、プロピレングリコールイソブチルエーテル、ジプロピレン
グリコールイソブチルエーテル、トリプロピレングリコールイソブチルエーテル、エチレ
ングリコールイソペンチルエーテル、ジエチレングリコールイソペンチルエーテル、トリ
エチレングリコールイソペンチルエーテル、プロピレングリコールイソペンチルエーテル
、ジプロピレングリコールイソペンチルエーテル、トリプロピレングリコールイソペンチ
ルエーテル、エチレングリコールイソヘキシルエーテル、ジエチレングリコールイソヘキ
シルエーテル、トリエチレングリコールイソヘキシルエーテル、プロピレングリコールイ
ソヘキシルエーテル、ジプロピレングリコールイソヘキシルエーテル、トリプロピレング
リコールイソヘキシルエーテル、エチレングリコールｎ－ブチルメチルエーテル、ジエチ
レングリコールｎ－ブチルメチルエーテルトリエチレングリコールｎ－ブチルメチルエー
テル、プロピレングリコールｎ－ブチルメチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－ブ
チルメチルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－ブチルメチルエーテル、エチレング
リコールｎ－ペンチルメチルエーテル、ジエチレングリコールｎ－ペンチルメチルエーテ
ル、トリエチレングリコールｎ－ペンチルメチルエーテル、プロピレングリコールｎ－ペ
ンチルメチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－ペンチルメチルエーテル、トリプロ
ピレングリコールｎ－ペンチルメチルエーテル、エチレングリコールｎ－ヘキシルメチル
エーテル、ジエチレングリコールｎ－ヘキシルメチルエーテル、トリエチレングリコール
ｎ－ヘキシルメチルエーテル、プロピレングリコールｎ－ヘキシルメチルエーテル、ジプ
ロピレングリコールｎ－ヘキシルメチルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－ヘキシ
ルメチルエーテル、エチレングリコールフェニルメチルエーテル、ジエチレングリコール
フェニルメチルエーテル、トリエチレングリコールフェニルメチルエーテル、プロピレン
グリコールフェニルメチルエーテル、ジプロピレングリコールフェニルメチルエーテル、
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トリプロピレングリコールフェニルメチルエーテル、エチレングリコールベンジルメチル
エーテル、ジエチレングリコールベンジルメチルエーテル、トリエチレングリコールベン
ジルメチルエーテル、プロピレングリコールベンジルメチルエーテル、ジプロピレングリ
コールベンジルメチルエーテル、トリプロピレングリコールベンジルメチルエーテル、エ
チレングリコールイソブチルメチルエーテル、ジエチレングリコールイソブチルメチルエ
ーテル、トリエチレングリコールイソブチルメチルエーテル、プロピレングリコールイソ
ブチルメチルエーテル、ジプロピレングリコールイソブチルメチルエーテル、トリプロピ
レングリコールイソブチルメチルエーテル、エチレングリコールイソペンチルメチルエー
テル、ジエチレングリコールイソペンチルメチルエーテル、トリエチレングリコールイソ
ペンチルメチルエーテル、プロピレングリコールイソペンチルメチルエーテル、ジプロピ
レングリコールイソペンチルメチルエーテル、トリプロピレングリコールイソペンチルメ
チルエーテル、エチレングリコールイソヘキシルメチルエーテル、ジエチレングリコール
イソヘキシルメチルエーテル、トリエチレングリコールイソヘキシルメチルエーテル、プ
ロピレングリコールイソヘキシルメチルエーテル、ジプロピレングリコールイソヘキシル
メチルエーテル、トリプロピレングリコールイソヘキシルメチルエーテル、及びこれらの
混合物が挙げられる。
【００４６】
　式（Ｉ）に係る好ましいグリコールエーテル溶媒は、エチレングリコールｎ－ブチルエ
ーテル、ジエチレングリコールｎ－ブチルエーテル、トリエチレングリコールｎ－ブチル
エーテル、プロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－ブチ
ルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、及びこれらの混合物である
。
【００４７】
　式（Ｉ）に係る最も好ましいグリコールエーテルは、プロピレングリコールｎ－ブチル
エーテル、ジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、及びこれらの混合物である。
【００４８】
　式（ＩＩ）に係る好適なグリコールエーテル溶媒としては、プロピレングリコールｎ－
プロピルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－プロピルエーテル、トリプロピレングリ
コールｎ－プロピルエーテル、プロピレングリコールイソプロピルエーテル、ジプロピレ
ングリコールイソプロピルエーテル、トリプロピレングリコールイソプロピルエーテル、
プロピレングリコールｎ－プロピルメチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－プロピ
ルメチルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－プロピルメチルエーテル、プロピレン
グリコールイソプロピルメチルエーテル、ジプロピレングリコールイソプロピルメチルエ
ーテル、トリプロピレングリコールイソプロピルメチルエーテル、及びこれらの混合物が
挙げられる。
【００４９】
　式（ＩＩ）に係る好ましいグリコールエーテル溶媒は、プロピレングリコールｎ－プロ
ピルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－プロピルエーテル、及びこれらの混合物であ
る。
【００５０】
　最も好ましいグリコールエーテル溶媒は、プロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、
ジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、及びこれらの混合物、特に、ジプロピレン
グリコールｎ－ブチルエーテルである。
【００５１】
　好適なグリコールエーテル溶媒は、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙより購
入することができ、より詳細には、Ｅシリーズ（エチレングリコール系）のグリコールエ
ーテル及びＰシリーズ（プロピレングリコール系）のグリコールエーテルのラインナップ
から購入することができる。好適なグリコールエーテル溶媒としては、Ｂｕｔｙｌ　Ｃａ
ｒｂｉｔｏｌ（商標）、Ｈｅｘｙｌ　Ｃａｒｂｉｔｏｌ（商標）、Ｂｕｔｙｌ　Ｃｅｌｌ
ｏｓｏｌｖｅ（商標）、Ｈｅｘｙｌ　Ｃｅｌｌｏｓｏｌｖｅ（商標）、Ｂｕｔｏｘｙｔｒ
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ｉｇｌｙｃｏｌ、Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）Ｅｐｈ、Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）ＰｎＰ、Ｄｏ
ｗａｎｏｌ　ＤＰｎＰ（商標）、Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）ＰｎＢ、Ｄｏｗａｎｏｌ（商標
）ＤＰｎＢ、Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）ＴＰｎＢ、Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）ＰＰｈ、及びこ
れらの混合物が挙げられる。
【００５２】
　本発明の組成物は、ｉｉ）エステル溶媒を更に含んでいてよい。好ましくは、組成物の
０．１重量％～１５重量％、好ましくは２～１０重量％、より好ましくは２～８重量％、
更により好ましくは３～７重量％、最も好ましくは４～６重量％の、
　ａ）式（ＩＩＩ）：Ｒ１Ｃ＝ＯＯＲ２を有するモノエステル（式中、Ｒ１は、直鎖又は
分枝鎖Ｃ１～Ｃ４アルキル、好ましくは直鎖又は分枝鎖Ｃ２～Ｃ３アルキルであり、Ｒ２
は、直鎖又は分枝鎖Ｃ２～Ｃ８アルキル、好ましくは直鎖又は分枝鎖Ｃ２～Ｃ６アルキル
、最も好ましくは分枝鎖の直鎖Ｃ３～Ｃ４アルキルである）、
　ｂ）式（ＩＶ）：Ｒ１（Ｃ＝ＯＯＲ２）ｎを有するジ－又はトリ－エステル（式中、Ｒ
１は、飽和又は不飽和Ｃ２～Ｃ４アルキルであり、Ｒ２は、独立して、直鎖又は分枝鎖Ｃ
２～Ｃ８アルキル、好ましくは、直鎖又は分枝鎖Ｃ２～Ｃ６アルキル、最も好ましくは、
分枝鎖の直鎖Ｃ３又はＣ４アルキルから選択され、ｎは、２又は３、好ましくは２である
）、
　ｃ）安息香酸ベンジル、及び
　ｄ）これらの混合物
　からなる群から選択されるエステル溶媒。
【００５３】
　エステル溶媒は、エステル官能基を含む有機溶媒として定義される。好適なモノエステ
ルとしては、エチルアセテート、プロピルアセテート、イソプロピルアセテート、ブチル
アセテート、イソブチルアセテート、アミルアセテート、イソアミルアセテート、ヘキシ
ルアセテート、イソヘキシルアセテート、ヘプチルアセテート、イソヘプチルアセテート
、オクチルアセテート、イソオクチルアセテート、２－エチルヘキシルアセテート、エチ
ルプロピオネート、プロピルプロピオネート、イソプロピルプロピオネート、ブチルプロ
ピオネート、イソブチルプロピオネート、アミルプロピオネート、イソアミルプロピオネ
ート、ヘキシルプロピオネート、イソヘキシルプロピオネート、ヘプチルプロピオネート
、イソヘプチルプロピオネート、オクチルプロピオネート、イソオクチルプロピオネート
、２－エチルヘキシルプロピオネート、エチルブチレート、プロピルブチレート、イソプ
ロピルブチレート、ブチルブチレート、イソブチルブチレート、アミルブチレート、イソ
アミルブチレート、ヘキシルブチレート、イソヘキシルブチレート、ヘプチルブチレート
、イソヘプチルブチレート、オクチルブチレート、イソオクチルブチレート、２－エチル
ヘキシルブチレート、エチルイソブチレート、プロピルイソブチレート、イソプロピルイ
ソブチレート、ブチルイソブチレート、イソブチルイソブチレート、アミルイソブチレー
ト、イソアミルイソブチレート、ヘキシルイソブチレート、イソヘキシルイソブチレート
、ヘプチルイソブチレート、イソヘプチルイソブチレート、オクチルイソブチレート、イ
ソオクチルイソブチレート、２－エチルヘキシルイソブチレート、エチルペンタノエート
、プロピルペンタノエート、イソプロピルペンタノエート、ブチルペンタノエート、イソ
ブチルペンタノエート、アミルペンタノエート、イソアミルペンタノエート、ヘキシルペ
ンタノエート、イソヘキシルペンタノエート、ヘプチルペンタノエート、イソヘプチルペ
ンタノエート、オクチルペンタノエート、イソオクチルペンタノエート、２－エチルヘキ
シルペンタノエート、エチルイソペンタノエート、プロピルイソペンタノエート、イソプ
ロピルイソペンタノエート、ブチルイソペンタノエート、イソブチルイソペンタノエート
、アミルイソペンタノエート、イソアミルイソペンタノエート、ヘキシルイソペンタノエ
ート、イソヘキシルイソペンタノエート、ヘプチルイソペンタノエート、イソヘプチルイ
ソペンタノエート、オクチルイソペンタノエート、イソオクチルイソペンタノエート、２
－エチルヘキシルイソペンタノエート、及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限
定されない。
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【００５４】
　好ましくは、モノエステルは、エチルプロピオネート、プロピルプロピオネート、イソ
プロピルプロピオネート、ブチルプロピオネート、イソブチルプロピオネート、アミルプ
ロピオネート、イソアミルプロピオネート、ヘキシルプロピオネート、イソヘキシルプロ
ピオネート、エチルブチレート、プロピルブチレート、イソプロピルブチレート、ブチル
ブチレート、イソブチルブチレート、アミルブチレート、イソアミルブチレート、ヘキシ
ルブチレート、イソヘキシルブチレート、エチルイソブチレート、プロピルイソブチレー
ト、イソプロピルイソブチレート、ブチルイソブチレート、イソブチルイソブチレート、
アミルイソブチレート、イソアミルイソブチレート、ヘキシルイソブチレート、イソヘキ
シルイソブチレート、及びこれらの混合物からなる群から選択される。
【００５５】
　最も好ましくは、モノエステルは、プロピルプロピオネート、イソプロピルプロピオネ
ート、ブチルプロピオネート、イソブチルプロピオネート、プロピルブチレート、イソプ
ロピルブチレート、ブチルブチレート、イソブチルブチレート、プロピルイソブチレート
、イソプロピルイソブチレート、ブチルイソブチレート、イソブチルイソブチレート、及
びこれらの混合物からなる群から選択される。
【００５６】
　好適なジ－又はトリ－エステルとしては、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、マレイ
ン酸、フマル酸、グルタコン酸、クエン酸、アコニット酸、プロパン－１，２，３－トリ
カルボン酸、及びこれらの混合物のエチル－、プロピル－、イソプロピル－、ブチル－、
イソブチル－、アミル－、イソアミル－、ヘキシル－、イソヘキシル－、ヘプチル－、イ
ソヘプチル、オクチル－、イソオクチル－、２－エチルヘキシル－ジ－又はトリ－エステ
ルが挙げられるが、これらに限定されない。
【００５７】
　好ましくは、ジ－又はトリ－エステルは、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、マレイ
ン酸、フマル酸、グルタコン酸、クエン酸、アコニット酸、プロパン－１，２，３－トリ
カルボン酸、及びこれらの混合物のエチル－、プロピル－、イソプロピル－、ブチル－、
イソブチル－、アミル－、イソアミル－、ヘキシル－、イソヘキシル－ジ－又はトリ－エ
ステルからなる群から選択される。
【００５８】
　より好ましくは、ジ－又はトリ－エステルは、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、マ
レイン酸、フマル酸、グルタコン酸、クエン酸、アコニット酸、プロパン－１，２，３－
トリカルボン酸、及びこれらの混合物のエチル－、プロピル－、イソプロピル－、ブチル
－、イソブチル－ジ－又はトリ－エステルからなる群から選択される。
【００５９】
　別の好適なエステル溶媒は、安息香酸ベンジルである。
【００６０】
　本発明の組成物は、ｉｉｉ）組成物の０．１～１０重量％、好ましくは１～９重量％、
より好ましくは２～８重量％、最も好ましくは４～６重量％の、Ｃ４～Ｃ６直鎖モノアル
コール、１つ以上のＣ１～Ｃ４分枝基を有する分枝鎖Ｃ４～Ｃ１０モノアルコール、アル
キルモノグリセロール、及びこれらの混合物からなる群から選択されるアルコール溶媒を
更に含んでいてよい。本発明の製品のアルコールは、発泡を増進することができる。
【００６１】
　好ましいＣ４～Ｃ６直鎖モノアルコールは、ペンタノール、ヘキサノール、及びこれら
の混合物、好ましくは、１－ペンタノール、１－ヘキサノール、及びこれらの混合物から
選択される。
【００６２】
　本明細書に用いるのに好ましい、１つ以上のＣ１～Ｃ４分枝基を有する分枝状Ｃ４～Ｃ
１０モノアルコールは、１つ以上のＣ１～Ｃ４分枝基を有するＣ４～Ｃ８一級モノアルコ
ール及びこれらの混合物である。本明細書に用いるのに特に好ましい、１つ以上のＣ１～
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Ｃ４分枝基を有する分枝状Ｃ４～Ｃ１０モノアルコールとしては、メチルブタノール、エ
チルブタノール、メチルペンタノール、エチルペンタノール、メチルヘキサノール、エチ
ルヘキサノール、プロピルヘキサノール、ジメチルヘキサノールトリメチルヘキサノール
、メチルへパノール、エチルヘプタノール、プロピルヘプタノール、ジメチルヘプタノー
ル、トリメチルヘプタノール、メチルオクタノール、エチルオクタノール、プロピルオク
タノール、ブチルオクタノール、ジメチルオクタノール、トリメチルオクタノール、メチ
ルノナノール、エチルノナノール、プロピルノナノール、ブチルノナノール、ジメチルノ
ナノール、及びトリメチルノナノール、並びにこれらの混合物が挙げられる。本明細書に
用いるのにより好ましいのは、１つ以上のＣ１～Ｃ４分枝基を有する分枝状Ｃ４～Ｃ１０
モノアルコールの一級１－アルコールメンバーであり、特に好ましいのは、メチルブタノ
ール、エチルブタノール、メチルペンタノール、エチルペンタノール、メチルヘキサノー
ル、エチルヘキサノール、プロピルヘキサノール、ジメチルヘキサノールトリメチルヘキ
サノール、メチルへパノール、エチルヘプタノール、プロピルヘプタノール、ジメチルヘ
プタノール、トリメチルヘプタノール、メチルオクタノール、エチルオクタノール、プロ
ピルオクタノール、ブチルオクタノール、ジメチルオクタノール、トリメチルオクタノー
ル、メチルノナノール、エチルノナノール、プロピルノナノール、ブチルノナノール、ジ
メチルノナノール、トリメチルノナノール、及びこれらの混合物の一級１－アルコールフ
ァミリーメンバーである。
【００６３】
　より好ましいアルコールは、ブチルオクタノール、トリメチルヘキサノール、エチルヘ
キサノール、プロピルヘプタノール、メチルブタノール、及びこれらの混合物、具体的に
は、一級１－アルコールファミリーメンバー、より具体的には、エチルヘキサノール、ブ
チルオクタノール、トリメチルヘキサノール、及びこれらの混合物、特に、２－エチル－
１－ヘキサノール、２－ブチル－１－オクタノール、３，５，５トリメチル－１－ヘキサ
ノール、及びこれらの混合物である。
【００６４】
　好ましいアルキルモノグリセロールは、分枝状アルキルモノグリセロール及びこれらの
混合物からなる群から選択され、より好ましくは、１つ以上のＣ１～Ｃ４アルキル分枝基
を有する分枝状Ｃ４～Ｃ８アルキルモノグリセロール、より好ましくは、エチルヘキシル
グリセロール、プロピルヘプチルグリセロール、及びこれらの混合物からなる群から選択
され、最も好ましくは、２－エチルヘキシルグリセロールである。
【００６５】
　本明細書に用いるのに特に好ましいのは、モノアルコールの混合物、具体的には、分枝
状Ｃ４～Ｃ１０モノアルコールを含む混合物、より具体的には、Ｃ４～Ｃ８、より好まし
くは、Ｃ６～Ｃ７分枝状一級アルコールを含む群から選択されるアルコールを含む混合物
である。用いるのに好ましいのは、Ｃ４～Ｃ８分枝状一級アルコールを含む群から選択さ
れるアルコールを含むアルコールと、Ｃ４～Ｃ６直鎖モノアルコール及びアルキルグリセ
ロールの群から選択されるアルコールとの混合物である。混合物は、発泡を増進し、複数
の異なる油汚れにわたって洗浄を改善することができる。
【００６６】
　本発明の組成物は、ｉｖ）組成物の０．１～１０重量％、好ましくは１～９重量％、よ
り好ましくは２～８重量％、最も好ましくは４～６重量％の、Ｃ１～Ｃ３分枝鎖の直鎖モ
ノアルコール、Ｃ１～Ｃ３ポリオール、及びこれらの混合物からなる群から選択されるア
ルコール溶媒、エチレングリコール、プロピレングリコール、ポリエチレングリコール、
ポリプロピレングリコール、及びこれらの混合物からなる群から選択されるグリコール溶
媒を更に含んでいてよい。これらの溶媒は、組成物全体の物理的安定化を促進することに
加えて、最終製品のレオロジーを制御して、組成物を噴霧用途に好適な状態に維持すると
考えられる。
【００６７】
　本発明の組成物は、ｖ）ヒドロトロープ、好ましくは、組成物の０．５重量％～１０重
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量％、好ましくは１重量％～５重量％、より好ましくは１．５重量％～３重量％、最も好
ましくは３重量％～７重量％の、クメンスルホン酸ナトリウム、キシレンスルホン酸ナト
リウム、トルエンスルホン酸ナトリウム、及びこれらの混合物からなる群から選択される
ヒドロトロープ、好ましくはクメンスルホン酸ナトリウムを更に含んでいてよい。ヒドロ
トロープはまた、洗剤組成物全体の物理的安定化にもプラスに寄与し得る。
【００６８】
　本発明の組成物は、ｉ）、ｉｉ）、ｉｉｉ）、ｉｖ）、及びｖ）の混合物を更に含んで
いてよい。
【００６９】
　本発明の組成物は、組成物の０．１重量％～１０重量％、好ましくは０．２重量％～５
重量％、より好ましくは０．２重量％～３重量％、最も好ましくは０．５重量％～１．５
重量％の濃度でキレート剤を更に含んでいてよい。好適なキレート剤は、アミノカルボキ
シレート、アミノホスホネート、多官能置換された芳香族キレート剤、及びこれらの混合
物からなる群から選択することができる。アミノカルボキシレートとしては、エチレンジ
アミン四酢酸、Ｎ－ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸、ニトリロ三酢酸、エチレ
ンジアミン四プロピオン酸、トリエチレンテトラアミン六酢酸、ジエチレントリアミン五
酢酸、及びエタノールジグリシン、アルカリ金属、アンモニウム、並びにこれらの置換ア
ンモニウム塩及びこれらの混合物に加えて、メチル－グリシン－二酢酸（ＭＧＤＡ）、並
びにその塩及び誘導体、並びにグルタミン酸－Ｎ，Ｎ－二酢酸（ＧＬＤＡ）、並びにその
塩及び誘導体が挙げられる。ＧＬＤＡ（その塩及び誘導体）は、本発明によれば特に好ま
しく、その四ナトリウム塩が特に好ましい。アミノカルボキシレートは、キレート剤とし
て作用するだけでなく、予備アルカリ度にも寄与し、これは、ひどく汚れた食器の洗浄に
役立つと思われる。
【００７０】
　本明細書における組成物は、ビルダー、好ましくは、カルボキシレートビルダーを含み
得る。本明細書で有用なカルボン酸の塩としては、Ｃ１～６の直鎖状の塩、又は少なくと
も３個の炭素を含有する環状の酸の塩が挙げられる。カルボン酸又はその塩の直鎖又は環
状炭素含有鎖は、ヒドロキシル、エステル、エーテル、１～６個、より好ましくは１～４
個の炭素原子を有する脂肪族基、及びこれらの混合物からなる群から選択される置換基で
置換されてよい。
【００７１】
　好ましいカルボン酸の塩は、サリチル酸、マレイン酸、アセチルサリチル酸、３メチル
サリチル酸、４ヒドロキシイソフタル酸、ジヒドロキシフマル酸、１，２，４ベンゼント
リカルボン酸、ペンタン酸、クエン酸、及びこれらの混合物からなる群から選択される塩
から選択されるもの、好ましくはクエン酸である。
【００７２】
　本発明の組成物に用いるのに好適な別のカルボキシレートビルダーとしては、パーム核
由来の脂肪酸若しくはココヤシ由来の脂肪酸などの脂肪酸の塩、又はポリカルボン酸の塩
が挙げられる。
【００７３】
　塩のカチオンは、好ましくは、アルカリ金属、アルカリ土類金属、モノエタノールアミ
ン、ジエタノールアミン、又はトリエタノールアミン、及びこれらの混合物から選択され
、好ましくは、ナトリウムである。
【００７４】
　カルボン酸又はその塩は、存在する場合、好ましくは全組成物の０．１重量％～５重量
％、より好ましくは０．２重量％～１重量％の濃度で存在する。
【００７５】
　好ましくは、本発明の組成物は、重炭酸塩及び／又はモノエタノール及び／又はカルボ
キシレートビルダー、好ましくは、クエン酸塩ビルダーを含み、これらも、アミノカルボ
キシレートキレート剤の場合のように予備アルカリ度に寄与する。
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　本発明の組成物は、式（Ｖ）：
【００７７】
【化１】

　（式中、置換基Ｒ（Ｒ１～Ｒ６、Ｒ１’～Ｒ６’）のうちの２つは、独立して、ＮＨ２
、（Ｃ１～Ｃ４）ＮＨ２、及びこれらの混合物からなる群から選択され、残りの置換基Ｒ
は、独立して、Ｈ、１～１０個の炭素原子を有する直鎖又は分枝鎖のアルキル又はアルケ
ニルから選択される）の環状洗浄アミンなどの洗浄アミンを更に含んでいてよい。
【００７８】
　用語「環状ジアミン」は、本明細書において、単一の洗浄アミン及びその混合物を包含
する。本アミンは、それが使用される洗浄媒体のｐＨに依存してプロトン化に供され得る
。
【００７９】
　式（Ｖ）のアミンは、２つの一級アミン官能基を有する環状アミンである。一級アミン
は、環における任意の位置に存在し得るが、油脂洗浄の観点で、一級アミンが１，３位に
存在するときにより良好な性能を得ることができることが判明している。また、置換基の
うちの１つが－ＣＨ３であり、残りがＨであるアミンが油脂洗浄の観点で有利であること
も判明している。
【００８０】
　本明細書に用いるのに好ましい環状ジアミンは、
【００８１】
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【化２】

【００８２】
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【化３】

　及びこれらの混合物からなる群から選択される。
【００８３】
　本明細書に用いるのに特に好ましいのは、１，３－ビス（メチルアミン）－シクロヘキ
サン、２－メチルシクロヘキサン－１，３－ジアミン、４－メチルシクロヘキサン－１，
３－ジアミン、及びこれらの混合物からなる群から選択される環状ジアミンである。１，
３－ビス（メチルアミン）－シクロヘキサンが、本明細書に用いるのに特に好ましい。２
－メチルシクロヘキサン－１，３－ジアミン、４－メチルシクロヘキサン－１，３－ジア
ミンの混合物も、本明細書に用いるのに好ましい。
【００８４】
　本発明の組成物は、式（ＶＩ）、式（ＶＩＩ）、式（ＶＩＩＩ）、及びこれらの混合物
のポリエーテルアミンからなる群から選択されるポリエーテルアミンなどの洗浄アミンを
含んでいてよい。本発明の組成物において用いるのに好ましいポリエーテルアミンの１つ
は、式（ＶＩ）の構造：
【００８５】

【化４】
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　（式中、Ｒ１～Ｒ６のそれぞれは、独立して、Ｈ、アルキル、シクロアルキル、アリー
ル、アルキルアリール、又はアリールアルキルから選択され、Ｒ１～Ｒ６のうちの少なく
とも１つはＨとは異なり、典型的には、Ｒ１～Ｒ６のうちの少なくとも１つは、２～８個
の炭素原子を有するアルキル基であり、Ａ１～Ａ６のそれぞれは、独立して、２～１８個
の炭素原子を有する直鎖又は分枝鎖アルキレンから選択され、Ｚ１～Ｚ２のそれぞれは、
独立して、ＯＨ又はＮＨ２から選択され、Ｚ１～Ｚ２のうちの少なくとも１つはＮＨ２で
あり、典型的には、Ｚ１及びＺ２のそれぞれはＮＨ２であり、ｘ＋ｙの合計は、約２～約
２００、典型的には約２～約２０、より典型的には約２～約１０、又は約３～約８、又は
約４～約６の範囲内であり、ｘ≧１かつｙ≧１であり、ｘ１＋ｙ１の合計は、約２～約２
００、典型的には約２～約２０、より典型的には約２～約１０、又は約３～約８、又は約
２～約４の範囲内であり、ｘ１≧１かつｙ１≧１である）によって表される。
【００８６】
　好ましくは、式（ＶＩ）のポリエーテルアミンにおいて、Ａ１～Ａ６のそれぞれは、独
立して、エチレン、プロピレン、又はブチレンから選択され、典型的には、Ａ１～Ａ６の
それぞれはプロピレンである。より好ましくは、式（Ｉ）のポリエーテルアミンにおいて
、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５、及びＲ６のそれぞれはＨであり、Ｒ３及びＲ４のそれぞれは、独立
して、Ｃ１～Ｃ１６アルキル又はアリールから選択され、典型的には、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５

、及びＲ６のそれぞれはＨであり、Ｒ３及びＲ４のそれぞれは、独立して、ブチル基、エ
チル基、メチル基、プロピル基、又はフェニル基から選択される。より好ましくは、式（
Ｉ）のポリエーテルアミンにおいて、Ｒ３は、エチル基であり、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５、及び
Ｒ６のそれぞれはＨであり、Ｒ４は、ブチル基である。特に、式（Ｉ）のポリエーテルア
ミンにおいて、Ｒ１及びＲ２のそれぞれはＨであり、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６のそれ
ぞれは、独立して、エチル基、メチル基、プロピル基、ブチル基、フェニル基、又はＨか
ら選択される。
【００８７】
　本発明の組成物において用いるのに好ましい別のポリエーテルアミンは、式（ＶＩＩ）
の構造：
【００８８】

【化５】

　（式中、Ｒ７～Ｒ１２のそれぞれは、独立して、Ｈ、アルキル、シクロアルキル、アリ
ール、アルキルアリール、又はアリールアルキルから選択され、Ｒ７～Ｒ１２のうちの少
なくとも１つはＨとは異なり、典型的には、Ｒ７～Ｒ１２のうちの少なくとも１つは、２
～８個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ａ７～Ａ９のそれぞれは、独立して、２～
１８個の炭素原子を有する直鎖又は分枝鎖アルキレンから選択され、Ｚ３～Ｚ４のそれぞ
れは、独立して、ＯＨ又はＮＨ２から選択され、Ｚ３～Ｚ４のうちの少なくとも１つはＮ
Ｈ２であり、典型的には、Ｚ３及びＺ４のそれぞれはＮＨ２であり、ｘ＋ｙの合計は、２
～２００、典型的には２～２０、より典型的には２～１０、又は３～８、又は２～４の範
囲内であり、ｘ≧１かつｙ≧１であり、ｘ１＋ｙ１の合計は、２～２００、典型的には２
～２０、より典型的には２～１０、又は３～８、又は２～４の範囲内であり、ｘ１≧１か
つｙ１≧１である）によって表される。
【００８９】
　好ましくは、式（ＶＩＩ）のポリエーテルアミンにおいて、Ａ７～Ａ９のそれぞれは、
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のそれぞれはプロピレンである。より好ましくは、式（ＩＩ）のポリエーテルアミンにお
いて、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ１１、及びＲ１２のそれぞれはＨであり、Ｒ９及びＲ１０のそれぞ
れは、独立して、Ｃ１～Ｃ１６アルキル又はアリールから選択され、典型的には、Ｒ７、
Ｒ８、Ｒ１１、及びＲ１２のそれぞれはＨであり、Ｒ９及びＲ１０のそれぞれは、独立し
て、ブチル基、エチル基、メチル基、プロピル基、又はフェニル基から選択される。より
好ましくは、式（ＶＩＩ）のポリエーテルアミンにおいて、Ｒ９はエチル基であり、Ｒ７

、Ｒ８、Ｒ１１、及びＲ１２のそれぞれはＨであり、Ｒ１０はブチル基である。いくつか
の態様では、式（ＶＩＩ）のポリエーテルアミンにおいて、Ｒ７及びＲ８のそれぞれはＨ
であり、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、及びＲ１２のそれぞれは、独立して、エチル基、メチル
基、プロピル基、ブチル基、フェニル基、又はＨから選択される。
【００９０】
　好ましいポリエーテルアミンは、式Ａ、式Ｂ、及びこれらの混合物からなる群から選択
される。
【００９１】
【化６】

【００９２】
　好ましくは、ポリエーテルアミンは、式（ＶＩ）の化合物と式（ＶＩＩ）の化合物との
混合物を含む。
【００９３】
　典型的には、式（ＶＩ）又は式（ＶＩＩ）のポリエーテルアミンは、グラム／モル１０
００グラム／モル未満、好ましくは１００～８００グラム／モル、より好ましくは２００
～４５０グラム／モルの重量平均分子量を有する。
【００９４】
　本発明の組成物において用いるのに好ましい別のポリエーテルアミンは、式（ＶＩＩＩ
）の構造：
【００９５】
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【化７】

　（式中、Ｒは、Ｈ又はＣ１～Ｃ６アルキル基から選択され、ｋ１、ｋ２、及びｋ３のそ
れぞれは、独立して、０、１、２、３、４、５、又は６から選択され、Ａ１、Ａ２、Ａ３

、Ａ４、Ａ５、及びＡ６のそれぞれは、独立して、２～１８個の炭素原子を有する直鎖若
しくは分枝鎖アルキレン基、又はこれらの混合物から選択され、ｘ≧１、ｙ≧１、かつｚ
≧１であり、ｘ＋ｙ＋ｚの合計は、３～１００の範囲内であり、Ｚ１、Ｚ２、及びＺ３の
それぞれは、独立して、ＮＨ２又はＯＨから選択され、Ｚ１、Ｚ２、及びＺ３のうちの少
なくとも２つはＮＨ２であり、ポリエーテルアミンは、１５０～１０００グラム／モルの
重量平均分子量を有する）によって表される。
【００９６】
　本明細書に用いるのに好ましい他の洗浄アミンは、式（ＩＸ）、式（Ｘ）、式（ＸＩ）
、又はこれらの混合物のアミンである。
【００９７】
　式（ＩＸ）の洗浄アミンは、少なくとも１つの一級アミン官能基を有するエチレンジア
ミンコアを有する。また、洗浄アミンは、好ましくは三級アミン官能基の形態の別の窒素
原子も少なくとも含む。本明細書では、用語「コア」とは、２つの窒素ラジカル間のアル
キル鎖を指す。コアにおける炭素数は、コアに結合しているラジカルを含まない。本発明
の組成物において用いるのに好ましい洗浄アミンの１つは、式（ＩＸ）の構造：
【００９８】
【化８】

　（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、独立して、－Ｈ、１～１０個の炭素原
子を有する直鎖、分枝鎖、又は環状のアルキル又はアルケニルから選択され、ｎ＝０～３
である）によって表される。
【００９９】
　好ましくは、洗浄アミンは、事実上脂肪族である。洗浄アミンは、好ましくは、１００
０グラム／モル未満、より好ましくは、４５０グラム／モル未満の分子量を有する。「ｎ
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」は、０～３以下で変動し、好ましくは、「ｎ」は０である。アミン分子は、少なくとも
１つの一級アミン官能基、好ましくは三級アミン官能基を含有する。
【０１００】
　本明細書に用いるのに好適な洗浄アミンとしては、Ｒ１及びＲ２がイソプロピル及びブ
チルから選択され、好ましくは、Ｒ１及びＲ２が両方イソプロピル又は両方ブチルである
、アミンが挙げられる。好ましくは、洗浄アミンとしては、Ｒ１及びＲ２がイソプロピル
であり、好ましくは、ｎが０であるものが挙げられる。Ｒ１及びＲ２がブチルであり、好
ましくは、ｎが０であるアミンも好ましい。
【０１０１】
　本明細書に用いるのに好ましい洗浄アミンは、以下からなる群から選択される。
【０１０２】
【化９】

【０１０３】
　Ｒ５は、好ましくは、－ＣＨ３又は－ＣＨ２ＣＨ３である。Ｒ５が－ＣＨ３又は－ＣＨ
２ＣＨ３である洗浄アミンは、組成物の安定性の観点で良好であり得る。理論に束縛され
るのを望むものではないが、メチル又はエチルラジカルは、洗浄組成物の他の成分との負
の相互作用から洗浄アミンを保護する立体障害を提供し得ると考えられる。
【０１０４】
　本発明の組成物において用いるのに好ましい別の洗浄アミンは、式（Ｘ）の構造：
【０１０５】
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　（式中、Ｒ１及びＲ４は、独立して、－Ｈ、１～１０個の炭素原子を有する直鎖、分枝
鎖、又は環状のアルキル又はアルケニルから選択され、Ｒ２は、３～１０個の炭素を有す
る直鎖、分枝鎖、又は環状のアルキル又はアルケニルであり、Ｒ３は、３～６個の炭素原
子の直鎖又は分枝鎖アルキルであり、Ｒ５は、Ｈ、メチル、又はエチルであり、好ましく
は、アミン官能基のアルファ位に位置し、ｎ＝０～３である）によって表される。
【０１０６】
　式（Ｘ）の洗浄アミンは、アミン官能基のうちの少なくとも１つが一級アミンであるＣ
３～Ｃ６ジアミンコアを有する。本明細書では、用語「コア」とは、２つの窒素ラジカル
間のアルキル鎖を指す。コアにおける炭素数は、コアに結合しているラジカルを含まない
。
【０１０７】
　式（Ｘ）の洗浄アミンは、好ましくは、約１０００グラム／モル未満、より好ましくは
、約４５０グラム／モル未満の分子量を有する。「ｎ」は、０～３以下で変動し、好まし
くは、「ｎ」は０である。アミン分子は、少なくとも１つの一級アミン官能基、好ましく
は三級アミン官能基を含有する。
【０１０８】
　好適な洗浄アミンとしては、Ｒ１及びＲ２が、プロピル、ブチル、及びヘキシルから選
択され、好ましくは、Ｒ１及びＲ２が両方、プロピル、ブチル又はヘキシルである、アミ
ンが挙げられる。好ましくは、ｎは０である。
【０１０９】
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【０１１０】
　本明細書に用いるのに好ましい別の洗浄アミンは、シクロへキシルプロピレンジアミン
（式中、ｎ＝０であり、Ｒ１は、シクロヘキサニルであり、Ｒ２は、Ｈである）である。
【０１１１】
　本発明の組成物において用いるのに好ましい別の洗浄アミンは、式（ＸＩ）の構造：
【０１１２】
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【化１２】

　によって表される。
【０１１３】
　好ましい組成物は、アルカノールアミン、好ましくはモノエタノールアミンを更に含む
。
【０１１４】
　本発明の組成物は、ニュートン流体であってよい。ニュートン流体である場合、好まし
くは、本組成物は、本明細書で定義される方法を使用して測定したとき、２０℃で、１ｍ
Ｐａ・ｓ～５０ｍＰａ・ｓ、好ましくは１ｍＰａ・ｓ～２０ｍＰａ・ｓ、より好ましくは
１ｍＰａ・ｓ～１０ｍＰａ・ｓのニュートン粘度を有する。好ましくは、本組成物は、ず
り減粘レオロジープロファイルを有する。これは組成物が容易に噴霧できるために重要で
ある。また、本発明の組成物の粘度も、垂直表面に流体をとどめて、洗浄を提供すると同
時に、すすぎを容易にするはずである。特に好適なのは、本明細書で定義される方法を使
用して測定したとき、２０℃で、１ｍＰａ・ｓ～５０ｍＰａ・ｓ、好ましくは１ｍＰａ・
ｓ～２０ｍＰａ・ｓ、より好ましくは５ｍＰａ・ｓ～１５ｍＰａ・ｓの１，０００ｓ－１

における高剪断粘度、及び２０℃で、１００ｍＰａ・ｓ～１０００ｍＰａ・ｓ、好ましく
は２００ｍＰａ・ｓ～５００ｍＰａ・ｓの０．１ｓ－１における低剪断粘度を有する組成
物であることが見出されている。好ましくは、本発明の組成物は、レオロジー変性剤、よ
り好ましくは、キサンタンガムを含む。
【０１１５】
　本発明の好ましい組成物は、２０℃で、８～１３、好ましくは１０～１１．５の未希釈
ｐＨ範囲を有する。好ましくは、ｐＨ１０の組成物１００ｍＬ当たりのＮａＯＨのグラム
数で表される本組成物の予備アルカリ度は、０．１～０．３である。このｐＨ及び予備ア
ルカリ度は、更に、頑固な食品汚れの洗浄に寄与する。
【０１１６】
　本発明の別の態様によれば、以下の工程を含む、請求項に係る洗浄製品を使用して、汚
れた食器を洗浄する方法が提供される：
　ａ）任意選択的に、汚れた食器を予め濡らす工程と、
　ｂ）洗浄組成物を汚れた食器に噴霧する工程と、
　ｃ）任意選択的に、所定の時間、好ましくは１秒間～３０秒間、汚れた食器に水を加え
る工程と、
　ｄ）任意選択的に、食器を擦り洗いする工程と、
　ｅ）食器をすすぐ工程。
【０１１７】
　本発明の方法は、特に食器が軽く汚れている場合、水道水を流しながら食器をより速や
かかつ容易に洗浄することを可能とするものである。調理汚れ、焼き付き汚れ、及び焦げ
付き汚れなどの頑固な食品汚れで食器がひどく汚れている場合、本発明の方法は、未希釈
の形態であるか又は水で希釈された本発明の製品に汚れた食器を浸漬したときの洗浄を容
易にするものである。
【０１１８】
　試験方法
　本明細書に記載され、特許請求される発明がより完全に理解され得るためには、以下に
記載するアッセイを用いなければならない。
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【０１１９】
　試験方法１：予備アルカリ度
　溶液の予備アルカリ度は以下のようにして測定される。Ａｇ／ＡｇＣｌ電極（例えば、
ＯｒｉｏｎＳｕｒｅ－Ｆｌｏｗ電極モデル９１７２ＢＮ）を備えたｐＨ計（例えば、Ｔｈ
ｅｒｍｏ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃより販売されるＯｒｉｏｎ（登録商標）モデル７２０Ａ
）を、標準化されたｐＨ７及びｐＨ１０の緩衝液を用いて較正する。試験する組成物の２
０℃での１０％蒸留水溶液１００ｇを調製する。１０％溶液のｐＨを測定し、０．１Ｎの
ＨＣｌの標準化溶液を用いて、溶液１００ｇをｐＨ１０にまで滴定する。滴定に要した０
．１Ｎ　ＨＣｌの体積をｍＬ単位で記録する。予備アルカリ度は以下のように計算される
。
　予備アルカリ度＝ｍＬ（０．１Ｎ　ＨＣｌ）×０．１（当量／リットル）×当量ＮａＯ
Ｈ（ｇ／当量）×１０
【０１２０】
　試験方法２：粘度
　レオロジープロファイルは、フラットスチールペルチェプレート及び６０ｍｍの２．０
２６コーンプレートの構成を有する「ＴＡ　ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　ＤＨＲ１」レオメ
ータ（ＴＡ　ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ、シリアル番号：ＳＮ９６０９１２）を使用して測
定する。フローカーブ法は、２０℃でのコンディショニング工程及びフロースイープ工程
を含む。コンディショニング工程は、２０℃での１０秒間の浸漬工程、続いて、２０℃、
１０ｓ－１での１０秒間の予備剪断工程、続いて、２０℃での３０秒間のゼロ剪断平衡化
工程を含む。フロースイープ工程は、２０℃で０．０１ｓ－１から３，０００ｓ－１まで
剪断速度を対数的に増大させ、１０当たり１０個の点の取得速度、最大平衡化時間２００
秒、サンプル時間１５秒、及び公差３％で行う。
【０１２１】
　ずり流動化する製品組成物を測定する場合、高剪断粘度は１，０００ｓ－１の剪断速度
で定義され、低剪断粘度は０．１ｓ－１の剪断速度で定義される。ニュートン流体の製品
組成物は、１０００ｓ－１での剪断速度を記録する。
【０１２２】
　試験方法３：刺痛感試験
　刺痛感試験の目的は、スプレー塗布後に試験組成物によって生じる被験者の刺痛感覚及
び／又は刺激感覚のレベルを比較組成物と比較することである。清潔な乾燥したステンレ
ス鋼製シンク（設置面積：４０ｃｍ×４０ｃｍ、高さ：２４ｃｍ）の垂直な壁に対して試
験組成物を噴霧し、続いて、下記の尺度に従って刺痛感性能を評価するように訓練された
人から選ばれた官能試験員によって試験組成物の刺痛感性能の評価を行う。比較組成物に
ついて試験を繰り返す。試験は、約２０℃及び湿度約４０％の標準条件に調整した実験室
内で行う。
【０１２３】
　スプレーボトルの準備：あらゆる種類のスプレーボトルが刺痛感評価で使用可能である
（例えばＡＦＡ　Ｄｉｓｐｅｎｓｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ（オランダ）より市販されるＦｌａ
ｉｒｏｓｏｌ（登録商標）型のスプレーボトル）。ただし、試験組成物及び比較組成物で
試験を行うのに同じ種類のスプレーボトルを使用しなければならない。
【０１２４】
　試験シンクから少なくとも５ｍ離れて配置された別のシンクの中で試験組成物を５回噴
霧することによって、試験に先立ってスプレーボトルのノズルをプライミングする。この
プライミング操作は、スプレーノズルの中に空気も液体汚染もないようにするために行う
。また、このプライミング操作は、スプレーノズルが詰まっておらず、スプレーパターン
が比較的一定で予想どおりであることを確認するうえでも役立つ。
【０１２５】
　刺痛感試験：スプレーボトルを、試験シンク（４０ｃｍ×４０ｃｍの設置面積、高さ２
４ｃｍ）の垂直な壁から約１５ｃｍ離して垂直な姿勢で保持することによって、リザーバ
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が垂直な姿勢に保たれ、スプレー機構を使用して試験組成物をすべて噴霧することができ
るようにする。毎秒１回噴霧するスプレー頻度で、噴霧物が互いの上に連続的に当たるよ
うにして試験組成物を８回噴霧する。噴霧された組成物がすべて、垂直壁に当たるように
する。最後のスプレーの後、すぐに官能試験員にシンクの壁から約５ｃｍの、スプレーし
た領域の上の辺りに鼻を近づけてもらい、５秒間普通に息を吸ってもらう。試験員に直立
した姿勢に戻ってもらい、以下の分類スケールに従って、検出された感覚／匂いをすぐに
評価してもらう。シンクを大量の水でよくすすいで、新たな組成物を試験する前に香料又
は化学物質が残っていないようにする。異なる試験組成物の間で少なくとも１５分を置き
、鼻が飽和しないように、半日の期間で４種類よりも多い組成物を試験することは避ける
。比較組成物について上記の工程を繰り返す。
【０１２６】
　刺激及び／又は刺痛感覚を、以下のスケールに基づいて官能試験員に評価してもらう。
【０１２７】
【表１】

【０１２８】
　試験方法４：着色染み除去試験
　着色染み除去試験の目的は、表面から着色汚れを抽出する様々な試験製剤の能力を視覚
的に交差比較することである。したがって、洗浄組成物を着色染み（すなわち、焼き付き
トマトソース－供給元：Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ｔｅｓｔｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｎｅｔｈ
ｅｒｌａｎｄｓ－識別コード：ＤＰ－０２）上に泡として適用し、経時的に泡の着色度を
視覚的に評価することを通して着色染み除去力を評価する。したがって、発泡性食器洗浄
製品５ｍＬを、プラスチックピペットで２８ｍＬのガラスバイアル瓶（供給元：ＶＷＲ）
に移す。その後、１秒間当たり約２．５回振盪の頻度で１分間製品を手で振盪するが、１
回の振盪は、約２０ｃｍの上下運動からなる。３０秒でバイアル瓶を持ち換える。発生し
た泡の最も高密度の部分２．５ｍＬをガラスバイアル瓶から取り出し、プラスチックピペ
ットを使用することによって汚れた板に移す。液相は著しく読み取り値を上下させる場合
があるので、確実に液体のないように泡相のみを移す。汚れた板上に泡を塗布した直後に
タイマーをスタートさせ、時間ゼロで第１の写真を撮影する。発泡した製品の着色の動態
を追跡するために、その後の写真を３０秒間毎に４分まで撮影する。様々な試験製品につ
いて泡の相対的な着色度を視覚的に比較して、それらの相対的な着色染み除去性能を評価
する。
【実施例】
【０１２９】
　以下の実施例は、本発明を更に例証するために与えられるものであり、本発明の趣旨及
び範囲から逸脱することなく本発明の多くの変更が可能であることから、本発明を制限す
るものとして解釈すべきではない。
【０１３０】
　実施例１：ローカットアルコールアルコキシレート非イオン性界面活性剤を含む洗浄組
成物及び比較組成物
　着色染みを抽出する洗浄組成物の能力、並びにその刺痛感性能を、本発明に係るローカ
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ットアルコールアルコキシレート非イオン性界面活性剤を含む洗浄組成物（本発明の組成
物１）について評価した。並行して、ローカットアルコールアルコキシレート非イオン性
界面活性剤を、ｉ）ミッドカット非イオン性界面活性剤（比較組成物１）、ｉｉ）有機脂
洗浄溶媒（比較組成物２）、又は脱塩水（比較組成物３）に置き換えることによって比較
組成物を調製する。表２に記載される成分の標準的な混合を通して前述の組成物が作製さ
れた。
【０１３１】
【表２】

【０１３２】
　実施例１ａ：本発明の組成物及び比較組成物の着色染み除去性能
　本発明の組成物１及び比較組成物１～３を含む得られた組成物を、本明細書に記載され
るとおりに着色染み除去試験方法に従って評価する。試験の結果を図１に示す（４分デー
タ点で）。図１を参照すると、本発明の組成物１のローカットアルコールアルコキシレー
ト非イオン性界面活性剤含有製剤は、濃く着色された泡が得られたことによって証明され
るように、優れた着色染み抽出性能を提供する。白色が支配的な泡が得られたことによっ
て証明されるように、比較組成物１及び３については非常に限定された着色染み抽出が観
察される。有機脂洗浄溶媒を含有する比較組成物２は、本発明の組成物１よりも劣る中程
度の着色染み除去性能を提供した。
【０１３３】
　実施例１ｂ：本発明の組成物及び比較組成物の刺痛感／刺激性能
　本発明に係るローカットアルコールアルコキシレート非イオン性界面活性剤を含む本発
明の組成物１の製剤の刺痛感／刺激性能を、本明細書に記載される刺痛感試験方法に従っ
て、本発明の範囲外の有機脂洗浄溶媒を含む比較組成物２と比較した。刺痛感試験の結果
を表３にまとめる。
【０１３４】

【表３】



(33) JP 2020-519746 A 2020.7.2

10

【０１３５】
　結果は、有機脂洗浄溶媒含有製剤（比較組成物２）よりも、本発明に係るローカットア
ルコールアルコキシレート非イオン性界面活性剤含有製剤（本発明の組成物１）では刺痛
感／刺激性が実質的に低減されることを明らかに示す。本発明に係るローカットアルコー
ルアルコキシレート非イオン性界面活性剤及び本発明の範囲外の有機脂洗浄溶媒はいずれ
も、汚れた表面から着色染みを抽出するが、刺痛感の著しい低減は、本発明に係るローカ
ットアルコキシレート非イオン性界面活性剤のみについて観察された。
【０１３６】
　本明細書にて開示された寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限定されるもの
として理解されるべきではない。その代わりに、特に指示がない限り、このような寸法は
それぞれ、列挙された値とその値を囲む機能的に同等な範囲との両方を意味することが意
図されている。例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味す
ることを意図する。

【図１】
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